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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
も
や
や
落

ち
着
い
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
気
持

ち
も
新
た
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
も
残
念
な
が
ら
同
窓

会
最
大
の
活
動
で
あ
る
新
年
交
歓

パ
ー
テ
ィ
ー
を
２
年
続
け
て
中
止
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
の
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
が
春

に
は
閉
館
す
る
と
の
事
で
、
ま
た
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
上
い
つ
も

の
よ
う
な
会
合
が
出
来
な
い
よ
う
で

あ
り
、
新
し
い
場
所
で
の
開
催
に
は

準
備
不
足
と
な
る
事
も
鑑
み
て
、
苦

渋
の
選
択
で
す
が
中
止
を
決
断
し
ま

し
た
。
来
年
に
は
皆
さ
ん
と
対
面
で
、

密
な
同
窓
会
を
新
た
な
場
所
で
開
催

で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
非
日
常
を
余

儀
無
く
さ
れ
て
二
年
近
く
に
な
り
ま

す
。
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影

響
で
仕
事
を
無
く
し
、
廃
業
や
転
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
ま
た
経
済

的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
方
々
や
、

在
宅
生
活
で
家
事
や
子
育
て
の
負
担

が
更
に
増
え
、
学
生
生
活
も
エ
ン

ジ
�
イ
出
来
ず
に
苦
労
さ
れ
て
い
る

方
な
ど
、
諸
事
情
を
抱
え
て
い
る
方

が
沢
山
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
前
向
き
な
面
に
目
を
向
け

る
と
、
在
宅
勤
務
や
在
宅
授
業
な
ど

以
前
と
は
違
う
生
活
ス
タ
イ
ル
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
移
動
時
間
が
な
く
な

り
自
分
の
時
間
が
で
き
、
超
満
員
の

通
勤
電
車
に
乗
ら
な
く
て
も
良
い
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
や
ペ
ッ
ト

と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
増
え
て
こ

れ
ま
で
に
気
づ
か
な
か
っ
た
楽
し
み

を
見
つ
け
た
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
今
ま

で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
良
い
こ
と
も
沢
山
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

私
は
昨
年
の
夏
、
東
京
２
０
２
０

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
、
様
々
な
障
害
が
あ

る
ア
ス
リ
ー
ト
が
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
最
大
の
努
力
で
挑
戦
し
て
い
る

姿
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。「
出
来

な
い
事
に
目
を
向
け
る
の
で
は
無
く
、

今
出
来
る
事
の
中
で
精
一
杯
に
挑
戦

す
る
と
言
う
姿
勢
」
で
し
た
。
未
だ

世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
収
ま
ら

な
い
中
で
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
、

自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
で
最
大
限

の
努
力
を
し
て
、
成
果
を
生
み
出
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

同
窓
会
で
は
、
出
来
る
こ
と
の
中

で
最
大
の
活
動
を
支
援
・
実
行
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆

さ
ん
は
、
是
非
こ
の
新
た
な
一
年
に

お
い
て
久
我
山
の
仲
間
と
の
対
面
で

の
会
合
を
持
つ
機
会
を
作
っ
て
い
た

だ
き
、
今
一
度
絆
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
　

皆
様
の
ご
健
勝
と
幸
多
き
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、

母
校
久
我
山
の
更
な
る
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
6
／
1

代
議
員
会
は
昨
年
度
に
続
き
開
催
中
止
。
議
案
は

書
面
議
決
に
て
原
案
通
り
承
認
。

●
7
／
27
『
キ
リ
ン
解
剖
記
』
の
郡
司
芽
久
氏
（
59
期
）
母

校
で
特
別
授
業
!

●
8
／
3

久
我
山
ナ
イ
ン
　
2
0
2
1
夏
東
京
ド
ー
ム
で
準

優
勝
!

●
10
／
4

三
期
会
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
幹
事
の
執
念
で
69

回
目
を
開
催
!!

●
10
／
28

岡
野
弘
彦
先
生
　
文
化
勲
章
受
章
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
11
／
1

令
和
4
年
「
新
年
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー
」
は
開
催
を

中
止
し
ま
す
。

●
11
／
2

母
校
陸
上
部
・
男
子
駅
伝
都
大
会
新
記
録
で
優

勝
、
三
年
連
続
24
回
目
の
都
大
路
へ
!!

●
11
／
4

叙
勲
・
褒
章
受
章
の
皆
さ
ん
　
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
11
／
6

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募

金
に
ご
協
力
を
!!

●
11
／
8

感
動
の
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
!
秋
季
野
球
37
年
ぶ
り
3

度
目
の
優
勝
!
セ
ン
バ
ツ
確
実
視

●
11
／
9

神
宮
大
会
出
場
の
野
球
部
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

募
金
に
ご
協
力
を
!

●
11
／
15

ラ
グ
ビ
ー
部
1
0
7
点
大
差
で
都
優
勝
。
4
年
ぶ

り
42
回
目
の
花
園
へ
!

●
11
／
15

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
も
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
全

国
大
会
に
出
場
!

（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
　
日
付
は
掲
載
日
　
6
／
1
以
降
）

久
我
山
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

令
和
３
年
の
主
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

令和4年
｢新年交歓パーティー｣の
開催中止について

●
　令和4年1月8日（土）に開催を予定しておりました新年交歓パー
ティーは、新型コロナウイルス感染蔓延防止において、出席者の
皆さまのご健康と安全、安心の確保が難しいため、昨年に続き、
実施を中止とさせていただきます。楽しみにしていた皆さまには
大変申し訳ございません。
　何卒、ご理解をたまわりますようお願い申し上げます。

例年、吉祥寺第一ホテルでパーティーを開催しておりましたが、
令和4年３月末日で同ホテルが営業を終了することとなりました。
次回からは会場（未定）を変更して開催する予定です。

照
顧
脚
下

久
我
山
会
会
長
　
　
　

上
脇  

辰
三

野
球
部
●
春
の
セ
ン
バ
ツ
出
場
へ
当
確
！
11
年
ぶ
り
4
回
目

　
　
　
　

明
治
神
宮
野
球
大
会
出
場
！

37
年
ぶ
り
3
回
目

〔関連記事４面〕

ラ
グ
ビ
ー
部
●
大
差
で
圧
勝
し
花
園
出
場
！

４
年
ぶ
り
42
回
目

陸
上
競
技
部
●
男
子
駅
伝
都
大
路
出
場
！

３
年
連
続
24
回
目

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
●
ウ
イ
ン
タ
ー
Ｃ
全
国
出
場
！

２
年
ぶ
り
15
回
目

ラ
グ
ビ
ー
部

祝
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同
窓
会
久
我
山
会
の
皆
様
、
新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
家
族
の
皆
様
と
と
も
に
，
穏

や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
翻
弄
さ
れ

た
二
年
間
、
安
心
安
全
な
日
常
生
活

を
取
り
戻
せ
る
状
況
に
は
、
未
だ

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
新
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
今
年
こ
そ
は
、
穏
や
か

な
年
に
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
本
校
の
令
和
三
年
度
も
令

和
二
年
度
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
、

学
習
活
動
を
如
何
に
維
持
し
て
い
く

か
を
考
え
る
日
々
で
し
た
。
ま
ず
重

き
を
置
い
た
の
は
、
対
面
で
の
授
業

で
す
。
こ
の
目
標
の
た
め
に
放
課
後

の
部
活
動
の
み
な
ら
ず
、
学
校
行
事

全
般
に
お
い
て
大
き
な
制
限
を
加
え

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
対
面
授
業

が
維
持
出
来
て
い
ま
す
。
勿
論
、
全

面
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
希
望
さ
れ
る

保
護
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
緊

急
事
態
宣
言
下
で
は
、
教
室
等
で
の

対
面
授
業
を
同
時
配
信
し
、
自
宅
で

学
習
す
る
生
徒
が
他
の
生
徒
と
共
に

受
講
で
き
る
体
制
を
敷
き
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
た
め
の
校
内
の

環
境
整
備
と
、
先
生
方
の
意
識
改
革

が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
わ
れ
た
こ
と

は
プ
ラ
ス
に
働
い
た
部
分
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
我
々
が
目
指
す
も
の

は
、
法
人
傘
下
の
教
育
機
関
と
し
て
、

そ
の
建
学
の
精
神
を
伝
え
て
い
く
使

命
に
応
え
な
が
ら
、
多
く
の
父
母
生

徒
の
希
望
す
る
未
来
へ
の
扉
を
開
い

て
い
く
事
で
す
。
ま
た
こ
こ
に
来
て

成
人
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
主
体
的
に
自
立
す
る
こ
と

を
促
す
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
久
我
山
祭
の
企
画
運
営
に
は
、

実
行
委
員
が
中
心
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
責
任
を
持
っ
た
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
し
、
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
の
校

内
で
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
生
徒
会

執
行
部
の
生
徒
を
中
心
と
し
て
、

ル
ー
ル
作
り
か
ら
啓
蒙
活
動
ま
で
担

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
た
、
時
代
の
流
れ
に
あ
わ
せ
た

変
わ
り
ゆ
く
久
我
山
の
一
面
で
す
。

さ
て
、
同
窓
生
の
皆
様
に
関
心
の

高
い
部
活
動
で
す
。
今
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
多
く
の
公
式
戦

が
施
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
防
止
に
配

慮
し
な
が
ら
の
活
動
で
様
々
な
制
限

を
受
け
る
中
で
、
多
く
の
部
が
出
来

得
る
範
囲
で
の
努
力
を
重
ね
て
く
れ

ま
し
た
。
高
校
野
球
部
は
、
２
０
１

９
年
の
夏
の
甲
子
園
出
場
に
続
き
、

今
年
も
西
東
京
大
会
決
勝
戦
ま
で
コ

マ
を
進
め
、「
夏
の
久
我
山
」
と
の
印

象
を
強
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

秋
の
大
会
で
は
37
年
ぶ
り
と
な
る
優

勝
で
、
國
學
院
大
學
と
と
も
に
明
治

神
宮
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
春
の

選
抜
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

故
有
坂
監
督
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け

取
っ
た
本
校
Ｏ
Ｂ
の
相
場
監
督
率
い

る
陸
上
競
技
部
長
距
離
は
、
喪
章
を

つ
け
て
の
全
国
駅
伝
都
予
選
を
見
事

勝
ち
抜
き
、
３
年
連
続
の
出
場
権
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

サ
ッ
カ
ー
部
（
全
国
高
校
選
手
権
大

会
）
は
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
逃
し
ま

し
た
が
、
秋
に
向
け
て
の
戦
力
強
化

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
ラ
グ
ビ
ー
部
（
高
校
総
体
花
園
）

は
第
１
地
区
の
決
勝
で
３
年
間
の
思

い
を
込
め
た
ゲ
ー
ム
運
び
で
42
回
目

の
花
園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
ウ

イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
）
も
ベ
ス
ト
４
に

よ
る
決
勝
リ
ー
グ
最
終
戦
に
勝
利
し

代
表
の
座
を
獲
得
し
ま
し
た
。
全
国

大
会
で
、
ど
の
様
な
結
果
を
残
し
て

く
れ
る
か
大
変
楽
し
み
で
す
。

我
々
教
職
員
一
同
は
、
今
後
も
生

徒
の
主
体
的
な
自
立
を
促
し
な
が
ら
、

将
来
を
生
き
抜
く
力
を
備
え
た
、
社

会
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

く
所
存
で
す
。
同
窓
生
の
皆
様
、
ど

う
ぞ
母
校
を
応
援
く
だ
さ
い
。

新玉の
令和四年を
迎えて

母 校 学 校 長
久我山会名誉会長

國 清 英 明

《母校歴代学校長》
初　代　服部　教一 先生（昭和18年〜）
第 2 代　落合　盛吉 先生（昭和19年〜）
第 3 代　大橋　幹一 先生（昭和24年〜）
第 4 代　佐々木周二 先生（昭和24年〜）
第 5 代　佐藤三木雄 先生（昭和63年〜）
第 6 代　小林　　實 先生（平成 6 年〜）
第 7 代　千勝三喜男 先生（平成 8 年〜）
第 8 代　川福　基之 先生（平成11年〜）
第 9 代　岡部　定征 先生（平成21年〜）
第10代　今井　寛人 先生（平成25年〜）
第11代　國清　英明 先生（平成31年〜）

【國清英明校長ご紹介】
　昭和30年・広島県生まれ。東京理科大学卒。

昭和54年、数学科教諭として奉職。以後、教務

主任、学科主任、将来構想推進委員会委員長、

入試対策部長、学習システム部長、教務部長、

教頭等を歴任。平成28年より副校長を務めた。

平成31年４月、第11代校長として就任された。

また同年より久我山会名誉会長に就任。趣味は

映画鑑賞。座右の銘は「人間万事塞翁が馬」。

●
名
誉
校
長
●
川
福
基
之
先
生

●
副
校
長
●
髙
橋
秀
明
先
生

　
昭
和
60
年
、
地
歴
公
民
科
教
諭
と

し
て
奉
職
。
学
科
主
任
他
、
特
別
講

座
推
進
セ
ン
タ
ー
主
任
、
女
子
部
長
、

教
頭
を
歴
任
。
平
成
31
年
、
副
校
長

に
就
任
。

●
教
頭
●
佐
藤
誠
博
先
生

　
昭
和
62
年
、
社
会
科
教
諭
と
し
て

奉
職
。
中
学
生
徒
指
導
部
主
任
、
生

徒
指
導
部
長
、
男
子
部
長
を
歴
任
。

平
成
29
年
、
教
頭
に
就
任
。

●
法
人
理
事
●
今
井
寛
人
先
生

先
生
方
ご
紹
介

（22期） （27期） （32期）
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母
校
及
び
附
属
幼
稚
園
で
は
、
33

名
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
教
職
員
が
奉
職
さ

れ
て
い
ま
す
。
※
数
字
は
卒
期
／
敬

省
略

◆
国
語
科

山
路
伸
一（
30
）・
笠
井
誠
司（
31
）   

時
崎
一
男（
32
）・
山
本
則
之（
33
）   

清
水
敦
子（
女
１
）・
長
山
　
桂（
女
４
）

柳
井
愛
梨
彩（
61
）・
三
ツ
石
太
起（
68
）

◆
社
会
科

髙
橋
秀
明（
32
）［
副
校
長
］

佐
藤
誠
博（
27
）［
教
頭
］

高
良
武
士（
31
）・
中
村
友
子（
女
５
）

渡
邊
真
人（
55
）・
福
田
沙
羅（
56
）

◆
数
学
科

三
浦
千
春（
31
）・
山
田
　
諭（
48
）

◆
理
　
科

近
藤
秀
幸（
54
）・
井
上
俊
之（
63
）

◆
保
健
体
育
科

竹
内
伸
光（
29
）・
土
屋
謙
太
郎（
31
）

中
野
眞
未
子（
女
６
）・
神
名
茂
樹（
49
）

酒
井
良
幸（
50
）・
川
﨑
貴
之（
51
）

尾
崎
直
輝（
60
）

◆
英
語
科

阿
久
津
拓
生（
38
）・
宮
原
直
央（
67
）

◆
養
　
護

宮
口
明
日
香（
59
）

◆
附
属
幼
稚
園
　
中
村
幸
穂
（
女
８
）

◆
事
務
室

笛
田
信
一（
35
）［
事
務
長
］

宮
村
千
春（
29
）・
田
中
品
男（
29
）

本
間
彩
花（
56
）

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

國
學
院
大
學
久
我
山
高
等
学
校
を

卒
業
し
て
か
ら
は
や
十
カ
月
が
経
ち

ま
し
た
。
大
学
に
進
学
し
て
か
ら
環

境
が
大
き
く
変
化
し
、
高
校
生
活
で

し
か
味
わ
え
な
か
っ
た
こ
と
が
数
多

く
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
で

あ
っ
た
の
だ
と
今
更
な
が
ら
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
私
は
國
學
院
大
學
法
学
部

法
律
学
科
で
法
律
学
を
専
攻
し
て
お

り
ま
す
。
対
面
授
業
は
週
に
三
日
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
他
は
全
て
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
た
め
、
本
来
の
大
学
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
に
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

通
う
通
学
時
間
が
少
な
く
な
り
、
時

間
を
有
効
活
用
し
て
効
率
良
く
勉
強

で
き
る
と
い
う
考
え
方
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
で
の

学
び
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
興
味
や

関
心
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
度
、
同
窓
会
の
一
員

に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
喜
び
を
胸
に
精
一
杯
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
國
學
院
大
學
久
我

山
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
十
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
大
学
生
と
し
て

新
た
な
生
活
を
送
る
中
で
、
久
我
山

で
過
ご
し
た
六
年
間
は
、
非
常
に
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
改

め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
私
は
早
稲
田
大
学
社
会
科

学
部
に
通
っ
て
お
り
、
多
様
な
仲
間

に
囲
ま
れ
な
が
ら
学
び
に
励
ん
で
い

ま
す
。
社
会
の
様
々
な
事
象
や
問
題

を
学
ぶ
と
同
時
に
、
社
会
に
お
け
る

自
分
と
い
う
存
在
を
今
一
度
見
つ
め

な
お
す
こ
と
に
日
々
努
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
私
は
現
在
、
久
我
山
高

校
サ
ッ
カ
ー
部
で
指
導
者
と
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
。「
母
校
に
貢
献
し

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
指
導
者

と
し
て
活
動
す
る
と
い
う
決
心
を
い

た
し
ま
し
た
。
私
が
久
我
山
で
学
ん

で
き
た
す
べ
て
の
こ
と
を
、
後
輩
た

ち
の
学
び
に
還
元
で
き
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
度
同
窓
会
の
一
員

に
な
れ
ま
し
た
こ
と
を
大
変
誇
り
に

思
い
ま
す
。
こ
の
誇
り
を
胸
に
精
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

近藤 千智
國學院大學
 法学部 1 年

御厨  優
早稲田大学

社会科学部 1 年

第
72
期
生
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
よ
り
英
語
科
常
勤
講
師
と
し

て
奉
職
し
て
お
り
ま
す
。
学
業
面
だ

け
で
な
く
、
人
間
的
に
も
大
き
く
成

長
で
き
た
母
校
で
教
員
と
し
て
勤
務

で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

母
校
を
卒
業
し
た
６
年
前
と
比
べ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
、

社
会
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
、
現

在
も
変
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
教
育

も
そ
の
流
れ
に
は
抗
え
ず
、
私
自
身

も
、
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
能
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
教
員
＝
教

え
る
人
」
と
い
う
概
念
を
一
度
払
拭

し
、
私
自
身
が
学
び
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
教
職
員
の
方
々
や
生
徒

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

皆
様
な
ど
、
多
く
の
方
々
か
ら
様
々

な
知
識
や
教
養
を
吸
収
し
、「
学
び
続

け
る
」
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
教
員
と

し
て
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
母
校
の
建
学
の
精
神
の
も

と
で
、
多
く
の
学
び
を
提
供
し
続
け

て
い
く
所
存
で
す
。
ま
だ
ま
だ
至
ら

ぬ
だ
ら
け
の
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
よ
り
国
語
科
講
師
と
し
て

奉
職
し
て
お
り
ま
す
。
教
員
と
し
て

母
校
で
働
く
こ
と
を
友
人
に
話
す
と
、

中
高
時
代
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
く

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
私
の
友
人

た
ち
は
、
話
を
面
白
く
す
る
た
め
に

誇
張
し
て
語
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
國
學
院
久
我
山
に
つ
い
て
の
思

い
出
は
控
え
め
に
語
り
ま
す
。
そ
れ

ほ
ど
ま
で
に
、
良
く
も
悪
く
も
刺
激

の
強
い
母
校
に
奉
職
で
き
た
こ
と
を
、

誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、

そ
こ
で
働
く
に
あ
た
っ
て
の
覚
悟
も

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
し
、
大
人
と
し
て
学

校
で
働
く
こ
と
に
は
ま
だ
実
感
が
湧

か
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
右
も
左

も
わ
か
ら
ず
、
こ
の
半
年
で
先
生
方

に
お
か
け
し
た
迷
惑
は
数
知
れ
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
國
學
院
久
我
山
の

教
員
の
一
員
と
な
っ
た
か
ら
に
は
、

そ
の
責
務
を
全
う
で
き
る
よ
う
に
、

同
じ
失
敗
は
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
工

夫
し
て
働
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

英 語 科
（67期）

宮原 直央

国 語 科
（68期）

三ッ石 太起

母
校
奉
職
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
紹
介
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◉【
野
球
部
】
東
京
都
秋
季
野
球
大
会

の
決
勝
が
11
月
７
日（
日
）に
神
宮
球

場
で
開
催
さ
れ
、
母
校
は
二
松
学
舎

大
付
高
と
対
戦
、
９
回
裏
の
逆
転
サ

ヨ
ナ
ラ
で
４
対
３
と
し
、
劇
的
な
勝

利
を
お
さ
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
春
の

セ
ン
バ
ツ
高
校
野
球
の
出
場
が
当
確

と
な
っ
た
。
平
成
23
年
の
出
場
以
来

11
年
ぶ
り
４
度
目
。
出
場
校
は
１
月

28
日
に
正
式
発
表
さ
れ
る
。

ま
た
久
我
山
は
秋
季
大
会
で
優
勝

し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
52
回
明
治
神

宮
大
会
に
出
場
（
37
年
ぶ
り
３
回
目
）、

初
戦
は
花
巻
東
高
校
と
対
戦
し
た
。

◉【
ラ
グ
ビ
ー
部
】
第
101
回
全
国
高
校

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
都
予

選
第
一
地
区
決
勝
が
11
月
14
日（
日
）、

江
戸
川
区
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、

久
我
山
は
成
蹊
高
校
と
対
戦
し
107
対

０
の
大
差
で
破
り
、
４
大
会
ぶ
り
42

回
目
の
出
場
を
決
め
た
。
こ
の
得
点

は
東
京
予
選
決
勝
史
上
最
多
、
初
の

100
点
を
超
え
る
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

前
半
は
７
ト
ラ
イ
を
奪
っ
て
47
対
０

と
し
た
。
後
半
も
10
ト
ラ
イ
を
追
加

し
、
計
17
ト
ラ
イ
と
し
た
。
こ
の
勢

い
に
乗
っ
て
、
６
度
目
の
全
国
制
覇

を
実
現
し
て
欲
し
い
。
大
会
は
12
月

27
日
か
ら
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
幕

予
定
。

※
國
學
院
大
學
栃
木
高
校
は
栃
木
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
。（
22
年
連
続

27
回
目
）
ぜ
ひ
ご
声
援
を
！

◉【
陸
上
部
】
第
72
全
国
高
校
駅
伝
競

走
大
会
都
予
選
・
男
子
が
10
月
30
日
、

荒
川
緊
急
用
河
川
敷
道
路
で
行
な
わ

れ
、
母
校
は
２
時
間
６
分
57
秒
の
大

会
新
記
録
（
32
年
ぶ
り
）
で
優
勝
し
、

３
年
連
続
24
回
目
の
全
国
大
会
進
出

を
決
め
た
。
な
お
大
会
は
12
月
26
日

に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
る
。

◉【
バ
ス
ケ
部
】SoftBank 

ウ
イ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ2021

（
第
74
回
大
会
）

都
代
表
決
定
戦
が
、
11
月
14
日（
日
）

に
行
わ
れ
、
久
我
山
は
東
海
大
菅
生

高
校
と
対
戦
、
77
対
70
で
勝
利
し
、

決
勝
リ
ー
グ
を
３
位
と
し
た
。
上
位

３
チ
ー
ム
が
出
場
で
き
二
年
ぶ
り
の

大
会
出
場
権
を
手
に
し
た
。
大
会
は

12
月
23
日
か
ら
都
内
で
開
催
さ
れ
る
。

◉【
サ
ッ
カ
ー
部
】
第
101
回
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
東
京
都
大
会

の
予
選
２
次
Ｔ
の
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

が
11
月
13
日（
土
）に
行
わ
れ
た
。
母

校
は
堀
越
高
校
と
対
戦
、
２
対
４
で

敗
退
し
、
全
国
大
会
出
場
を
逃
し
た
。

前
半
３
点
の
リ
ー
ド
を
許
し
た
が
、

後
半
に
猛
反
撃
、
２
点
を
入
れ
る
も
、

逆
転
勝
ち
が
出
来
な
か
っ
た
。

久
我
山
の
今

母
校

わ
が

３
期
会
が
令
和
３
年
10
月
２
日

（
土
）に
東
京
青
梅
市
の
石
上
温
泉
清

流
の
宿
「
お
く
た
ま
路
」
で
開
催
さ

れ
た
。
卒
業
以
来
連
続
69
回
目
の
同

期
会
と
な
り
、
同
期
生
四
名
が
集

ま
っ
た
。
ま
た
同
窓
会
か
ら
上
脇
辰

三
会
長
と
宮
阪
光
男
副
会
長
が
出
席

し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
70
年
前
の
学
生

時
代
の
話
で
盛
り
上
が
る
一
方
、
ご

自
身
の
体
調
の
こ
と
な
ど
話
題
が
尽

き
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い

状
況
で
は
あ
る
が
、
次
回
は
な
ん
と

70
回
目
を
数
え
る
。
節
目
に
ふ
さ
わ

し
い
来
年
の
同
期
会
開
催
に
期
待
を

込
め
て
散
会
と
な
っ
た
。
同
期
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
出
席
を
！

受
章
・
叙
勲
、
当
選
の
ご
連
絡
を

頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
、
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

■
■
受
章
■
■

☆
文
化
勲
章

岡
野
弘
彦
氏（
國
學
院
大
學
名
誉
教

授
・
歌
人
）令
和
３
年
秋

母
校
と
岡
野
先
生
と
の
つ
な
が
り

は
、
昭
和
59
年
秋
に
、
創
立
40
周
年

記
念
歌
と
し
て
「
久
我
山
音
頭
」
が

発
表
さ
れ
、
そ
の
作
詞
を
担
当
さ
れ

た
。
校
門
を
入
っ
て
右
手
に
、
直
筆

の
歌
碑
が
50
周
年
記
念
に
建
て
ら
れ

た
。
ま
た
昭
和
63
年
３
月
、「
久
我
山

中
学
校
の
歌
」
を
作
詞
さ
れ
た
。

■
■
叙
勲
■
■

☆
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

高
橋
　
實
氏（
３
期
）令
和
３
年
秋

■
■
当
選
■
■

☆
衆
議
院
議
員

多
ケ
谷
　
亮
氏（
38
期
）

【
お
願
い
】
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
を
さ

れ
た
方
、
受
章
者
を
ご
存
知
の
方
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
受
章
者
の
氏

名
・
卒
業
期
・
肩
書
・
章
の
種
類
）

◎
連
絡
先
　
〒
一
六
八
―

〇
〇
八
二

杉
並
区
久
我
山
一
―

九
―

一

國
學
院
大
學
久
我
山
中
学
高
等
学
校

久
我
山
会
事
務
局

�
〇
三
―

三
三
三
四
―

一
一
五
一

�
〇
三
―

三
三
三
五
―

一
二
三
三

令
和
3
年
度

同
窓
会
だ
よ
り

同
窓
会
だ
よ
り

同
窓
会
だ
よ
り

同
窓
会
だ
よ
り
（抄）（抄）（抄）（抄）

【
3
期
同
期
会
】

69
回
目
の
開
催・目
標
は
70
回
！

▲写真提供＝母校陸上競技部

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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❶《
父
》
入
学
を
薦
め
た
理
由
は
？

令
和
元
年
の
野
球
部
甲
子
園
出
場

が
き
っ
か
け
で
、
出
張
先
の
英
国
で

優
勝
の
瞬
間
を
観
ま
し
た
。
久
我
山

で
の
思
い
出
が
頭
を
駆
け
巡
り
ま
し

た
。
帰
国
後
す
ぐ
に
説
明
会
に
参
加

し
、
私
も
家
内
も
Ｃ
Ｃ
ク
ラ
ス
の
理

念
に
共
感
で
き
た
の
で
第
一
志
望
に

決
め
ま
し
た
。

❷《
子
》
合
格
時
の
親
の
反
応
は
？

「
お
め
で
と
う
。
久
我
山
は
運
動
部

の
レ
ベ
ル
が
高
い
よ
。
部
活
が
楽
し

み
だ
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

❸《
父
》
久
我
山
時
代
の
思
い
出
は
？

中
学
で
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
会
初
出
場

が
目
標
で
し
た
が
、
東
京
都
大
会
準

優
勝
に
終
わ
り
ま
し
た
。
高
校
で
は

一
転
、
医
師
を
目
指
し
て
勉
強
に
集

中
し
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
部
の
仲
間

に
は
「
俺
た
ち
は
日
本
一
に
な
る
か

❹《
子
》
学
校
で
の
楽
し
い
こ
と
は
？

コ
ロ
ナ
禍
で
色
々
な
行
事
が
中
止

に
な
る
中
で
、
体
育
祭
が
で
き
た
こ

と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
希

望
す
る
種
目
を
友
達
と
楽
し
む
こ
と

ら
、
お
前
は
東
大
医
学
部
に
行
け

よ
！
」
と
発
破
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

同
級
生
は
花
園
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

野
球
部
の
甲
子
園
出
場
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
野
球
部
主
将
の
下

村
君
と
は
中
学
ラ
グ
ビ
ー
部
で
フ

ロ
ン
ト
ロ
ー
と
し
て
一
緒
に
プ
レ
ー

し
た
の
で
、
な
お
さ
ら
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。
高
い
志
を
持
っ
た
仲
間
か

ら
多
く
の
感
動
と
勇
気
を
も
ら
い
、

私
も
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
何
と
か

夢
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

が
で
き
ま
し
た
。
部
活
対
抗
リ
レ
ー

で
は
、
い
つ
も
厳
し
い
先
輩
が
１
年

生
に
や
さ
し
く
手
を
振
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
部
の
一
体
感
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

❺《
父
》
子
に
望
む
学
校
生
活
は
？

何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組
み
、
仲

間
と
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
何
か
一
つ

自
分
の
強
み
を
見
つ
け
て
、
未
来
の

自
分
を
支
え
る
軸
を
育
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

❻《
子
》
今
後
や
り
た
い
こ
と
は
？

ダ
ン
ス
部
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、

久
我
山
祭
に
向
け
て
練
習
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
部
員
一
丸
と
な
っ
て
、

受
験
生
に
「
久
我
山
に
行
き
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
演
技
を

す
る
の
が
目
標
で
す
。

子 親

…
…
…

浅
野 

絢
香 

さ
ん

（
中
学
１
年
）

浅
野 
善
英 
さ
ん
（
43
期
）

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

皮
膚
科
准
教
授
・
強
皮
症
セ
ン
タ
ー
長

❶《
父
》
入
学
を
薦
め
た
理
由
は
？

高
校
受
験
を
意
識
し
た
頃
に
姉
も

❸《
父
》
久
我
山
時
代
の
思
い
出
は
？

中
学
男
子
部
が
発
足
し
て
３
年
目

の
一
貫
３
期
生
と
し
て
入
学
を
し
ま

し
た
。
幼
く
何
か
と
手
の
か
か
る
生

久
我
山
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
自
ず

と
目
標
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
親

と
し
て
特
に
勧
め
る
こ
と
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
久
我
山
を
受
験
し

た
い
と
聞
い
た
と
き
は
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

❷《
子
》
合
格
時
の
親
の
反
応
は
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
表
で
合
格
が

分
か
っ
た
時
に
「
合
格
お
め
で
と
う
。

よ
く
頑
張
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝

を
忘
れ
ず
に
学
業
と
部
活
動
の
両
方

を
頑
張
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

徒
で
、
先
生
方
か
ら
日
々
あ
り
が
た

い
ご
指
導
を
い
た
だ
く
６
年
間
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
高
校
で

は
弓
道
部
に
所
属
し
授
業
と
部
活
動

に
励
ん
だ
３
年
間
で
し
た
。

❹《
子
》
学
校
で
の
楽
し
い
こ
と
は
？

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
関
東
大
会
で
す
。

入
学
し
て
２
ヶ
月
と
日
が
浅
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
関
東
大
会
と
い
う
独
特

な
緊
張
感
と
全
国
レ
ベ
ル
の
実
力
を

会
場
で
感
じ
る
貴
重
な
経
験
を
し
ま

し
た
。

❺《
父
》
子
に
望
む
学
校
生
活
は
？

貴
重
な
高
校
３
年
間
で
様
々
な
こ

と
に
最
後
ま
で
諦
め
ず
正
面
か
ら
向

き
合
い
、
成
功
と
失
敗
を
数
多
く
経

験
し
て
欲
し
い
で
す
。
ま
た
、
ク
ラ

ス
や
学
年
を
超
え
た
交
流
を
大
切
に

し
て
、
卒
業
し
て
か
ら
も
付
き
合
え

る
信
頼
関
係
を
築
い
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

❻《
子
》
今
後
や
り
た
い
こ
と
は
？

色
々
な
事
に
全
力
で
取
り
組
み
、

特
に
勉
強
を
頑
張
り
た
い
で
す
。
自

分
は
既
に
目
標
と
し
た
い
進
路
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
進
路
に
進

む
た
め
に
部
活
動
だ
け
で
な
く
勉
強

も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Question

❶
（
親
）
お
子
様
に
久
我
山
に
入
る
こ
と
を
薦
め
ま
し
た
か
？

　ど
ん
な
理
由
で
？

❷
（
子
）
久
我
山
に
合
格
し
た
と
き
、
ご
両
親
は
な
ん
と
言
い
ま
し
た
か
？

❸
（
親
）
久
我
山
時
代
の
象
徴
的
な
出
来
事
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

❹
（
子
）
久
我
山
入
学
以
来
、
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
？

❺
（
親
）
久
我
山
の
先
輩
と
し
て
、
お
子
様
に
ど
ん
な
久
我
山
時
代
を
過
ご
し
て
欲
し
い
で
す
か
？

❻
（
子
）
あ
な
た
が
久
我
山
で
や
り
た
い
こ
と
（
ク
ラ
ブ
活
動
・
趣
味
・
勉
強
な
ど
何
で
も
）
は
？

子 親

…
…
…

吉
田 

優
作 

さ
ん

（
高
校
１
年
）

吉
田 
将
卓 

さ
ん
（
44
期
）

（
一
社
）
日
本
自
動
車
リ
ー
ス
協
会

連
合
会
　
副
事
務
局
長
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～同
窓生を訪ねて～
お宮巡り
ウォーク

《シリーズ・第13回》

協力：神職関係同窓会

◎
御
祭
神

　
大
山
咋
神

◎
例
祭
日  

五
月
最
終
土
・
日
曜
日

稲
穂
神
社
は
東
京
・
小
金
井
市
に

鎮
座
し
て
お
り
、
そ
の
由
緒
は
江
戸

時
代
承
応
三
年
（
一
六
五
四
年
）
に

遡
る
。
こ
の
地
の
新
田
開
発
に
あ
た

り
、
江
戸
麹
町
山
王
宮
を
勧
請
し
て

創
建
さ
れ
た
。
当
時
は
山
王
社
と
呼

ば
れ
て
い
た
。「
稲
穂
」
と
は
一
粒
の

種
子
も
ま
け
ば
万
倍
の
粒
と
な
る
こ

と
か
ら
、
全
て
の
こ
と
が
栄
え
、
成

し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
と
名
付
け
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

毎
年
五
月
に
行
わ
れ
る
例
祭
で
は

神
輿
渡
御
が
あ
り
、
付
近
の
小
金
井

街
道
は
盛
大
に
賑
わ
う
。
神
社
の
授

与
品
も
多
種
多
様
で
、
中
で
も
「
幸

福
守
」
が
有
名
で
、
都
内
の
あ
る
私

立
高
校
の
校
章
が
稲
穂
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ク
ラ
ブ
部
員
が
身
に
付
け
て

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

神
社
境
内
に
は
疱
瘡
神
社
、
稲
荷

神
社
が
あ
り
、
病
気
平
癒
、
縁
結
び
、

商
売
繁
盛
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
。

見
ど
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

現
在
、
権
禰
宜
の
渡
邊
貞
彦
さ
ん

（
48
期
）
が
奉
仕
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
稲
穂
神
社

住
所

小
金
井
市
本
町
五
―

四
一
―

三
六

電
話
　
〇
四
二
―

三
八
一
―

二
九
三
〇

交
通
　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
武
蔵
小
金
井
駅

北
口
か
ら
徒
歩
十
二
分

h
ttp

s://in
ah

ojin
ja.jp

/

稲 穂 神 社 明 治 神 宮
◎
御
祭
神

　
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后

◎
例
祭
日  

十
一
月
三
日

毎
年
、
初
詣
の
参
拝
者
数
全
国
一

を
誇
る
明
治
神
宮
は
国
内
を
代
表
す

る
神
社
と
し
て
広
く
国
民
か
ら
、
海

外
の
方
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
�
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
“
と
し
て
も

人
気
を
集
め
て
い
る
。
神
宮
の
境
内

は
、
都
心
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
の
豊
か
な
自
然
が
広
が
っ

て
い
て
、
そ
の
静
け
さ
と
緑
に
包
ま

れ
た
空
間
は
「
都
会
の
オ
ア
シ
ス
」

と
な
っ
て
い
る
。
季
節
ご
と
に
異
な

る
趣
は
一
年
を
通
し
て
楽
し
め
ま
す
。

令
和
二
年
鎮
座
百
年
を
迎
え
、
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
令
和
元
年
十

月
に
「
明
治
神
宮
ミ
�
ー
ジ
ア
ム
」

が
開
館
し
た
。
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇

太
后
ゆ
か
り
の
品
々
が
保
存
、
展
示

さ
れ
て
お
り
、
映
像
史
料
を
通
し
て

神
宮
の
歴
史
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
企
画
展
も
大

変
興
味
深
く
、
通
常
見
ら
れ
な
い
資

料
も
特
別
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
�
う
か
。

明
治
神
宮
で
は
現
在
、
権
禰
宜
の

副
島
隆
之
さ
ん
（
44
期
）、
髙
澤
信
貴

さ
ん
（
44
期
）
が
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

■
明
治
神
宮

住
所
　
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
一
―

一

電
話
　
〇
三
―

三
三
七
九
―

五
五
一
一

交
通
　
Ｊ
Ｒ
原
宿
駅
下
車
徒
歩
す
ぐ
。

h
ttp

s://w
w

w
.m

eijijin
g
u
.or.jp

新春初詣にぜひどうぞ

◎
役
員

名
誉
会
長

國
清
英
明
学
校
長

会
　
長

上
脇
辰
三
（
22
期
）

副
会
長

宮
阪
光
男
（
16
期
）

細
渕
　
満
（
22
期
）

湯
川
邦
隆
（
38
期
）

吉
村
　
透
（
38
期
）

会
　
計

岩
田
清
美
（
女
２
期

）

行
田
典
加
（
女
３
期

）

会
計
監
査

中
川
秀
利
（
12
期
）

木
ノ
内
喜
久
雄
（
16
期
）

◎
委
員
（
役
員
会
任
命
）

参
　
与  

岸
　
輝
雄
（
７
期
）

事
務
局

宮
村
千
春
（
29
期
）

笛
田
信
一
（
35
期
）

組
織
部
長

船
津
康
史
（
38
期
）

事
業
部
長

室
園
裕
司
（
38
期
）

総
務
部
長

須
藤
大
輔
（
40
期
）

委
　
員

梅
田
好
彦
（
22
期
）

濱
野
昭
夫
（
22
期
）

土
肥
京
子
（
定
女
２
期

）

安
西
一
英
（
30
期
）

三
浦
千
春
（
31
期
）

八
代
記
子
（
女
１
期

）

本
間
　
智
（
41
期
）

田
坂
英
一
（
44
期
）

小
栗
達
郎
（
44
期
）

渡
邊
真
人
（
55
期
）

※
令
和
３
年
度
代
議
員
会
に
お
い
て

「
第
５
号
議
案
・
役
員
選
出
」
が
提
案

さ
れ
、
本
年
度
の
役
員
及
び
委
員
が

承
認
さ
れ
た
。（
書
面
決
議
）

令
和
3
年
度  

役
員
・
委
員

本
年
度
の
本
会
の
活
動
は
昨
年
度

と
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
蔓
延
防
止
の
観
点
か
ら
、
自
粛

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
代
議
員
会
は

６
月
初
旬
に
予
定
を
し
て
い
た
が
、

役
員
会
で
も
時
間
を
掛
け
て
討
議
を

し
た
が
、
確
実
な
感
染
防
止
が
困
難

な
こ
と
か
ら
中
止
を
決
定
し
た
。
こ

の
た
め
議
事
は
書
面
決
議
と
し
、
今

年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
等
の
承
認

を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
一
月
開
催
の
新
年
交
歓
パ
ー

テ
ィ
ー
は
例
年
二
八
〇
名
程
の
出
席

数
が
あ
る
が
、
次
回
の
実
施
に
向
け

て
感
染
防
止
の
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
い
な
が
ら
会
場
内
の
「
密
」
を

最
小
限
に
抑
え
、
出
席
者
が
安
心
し

て
参
加
が
で
き
る
会
合
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

更
に
ク
ラ
ブ
同
窓
会
や
同
期
会
も

軒
並
み
自
粛
と
な
っ
て
い
る
が
、
唯

一
「
三
期
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

同
窓
会
活
動
は
卒
業
生
同
士
の
交

流
、
懇
親
が
趣
旨
、
目
的
で
あ
り
、

「
密
」
と
は
常
に
隣
り
合
わ
せ
の
状
況

に
あ
る
。
本
会
で
は
「
新
し
い
活
動
」

を
検
討
し
、
活
動
を
再
開
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

今
後
も
卒
業
生
皆
さ
ま
か
ら
継
続

的
な
ご
支
援
を
引
き
続
き
お
願
い
し

た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

本
年
度
の
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
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野
誠
一
・
中
村
善
郎
・
小
橋
洋
介
・

千
葉
勉
・
釋
浩
照
・
押
田
晃
和
・
白

山
謙
弌
・
黒
須
武
・
徳
弘
亜
男

【
14
期
】
斉
藤
節
・
阿
部
松
晃
・
米
田

英
夫
・
金
子
義
昭
・
寺
島
秀
夫

【
15
期
】
石
山
克
之
・
内
田
寛
・
鷹
林

義
明

【
16
期
】
宮
阪
光
男
・
田
舛
公
彦
・
成

田
介
・
中
野
皓
治
・
城
竹
順
一
・
後

藤
武
幸
・
木
ノ
内
喜
久
雄

【
17
期
】
平
田
賢
三
・
鈴
木
稲
博
・
細

入
英
二
・
石
川
佳
一
・
稲
垣
茂
行
・

山
本
勇
・
日
下
利
昭

【
18
期
】
鈴
木
正
昭
・
佐
藤
義
昭
・
園

田
吉
朗
・
杉
田
正
治
・
小
俣
能
範
・

石
田
光
保
・
中
川
健
一
・
飯
尾
勘
一

郎
・
滝
沢
広
忠
・
太
田
寛
道
・
大
平

俊
文
・
島
田
寛
・
中
川
六
己

【
19
期
】
廣
瀬
博
隆
・
橋
本
幸
典
・
栗

原
正
明
・
末
岡
俊
朗
・
古
川
博
英

【
20
期
】
福
井
俊
光
・
河
田
隆
範
・
長

谷
川
修
康

【
21
期
】
山
田
肇
・
上
田
浩
憲
・
酒
井

章
・
倉
持
哲
雄

【
22
期
】
風
間
裕
一
・
梅
田
好
彦
・

佐
々
木
正
知
・
矢
島
秀
樹
・
細
渕
満
・

【
1
期
】
組
村
明
・
桑
原
章
・
髙
井
光

正
・
山
下
惠
三
・
高
知
尾
弘
之
・
佐
々

木
博
・
太
田
浩
正
・
小
林
由
衛
・
鈴

木
育
男
・
舩
越
公
道
・
渡
辺
泰
夫
・

平
野
見
明
・
高
橋
奨
・
長
尾
昭
五
郎
・

樋
口
純
行
・
鈴
木
迪
雄

【
2
期
】
水
野
健
樹
・
日
毛
良
次
・
杉

山
善
男

【
3
期
】
片
岡
達
夫
・
臼
井
司

【
4
期
】
村
井
正
大
・
星
野
春
雄

【
5
期
】
駒
形
順
己

【
6
期
】
髙
木
信
夫
・
金
澤
良
信

【
7
期
】
島
田
恭
男
・
福
西
宏
・
鈴
木

隆
・
高
橋
敏
・
竹
内
忠
雄
・
岸
輝
雄

【
8
期
】
三
澤
国
夫
・
鈴
木
輝
司

【
9
期
】
菊
野
長
幸

【
10
期
】
小
山
絋
・
髙
林
正
廣
・
中
井

康
悦

【
11
期
】
川
村
英
夫
・
加
藤
久
昌
・
渋

谷
正
夫

【
12
期
】
中
川
秀
利
・
前
田
俊
治
・
松

宮
兼
房
・
村
野
容
・
近
藤
尚
・
岩
崎

肇
・
大
沢
聖
寛
・
滋
野
勇
男

【
13
期
】
松
原
昭
彦
・
石
井
征
次
・
永

小
俣
治
久
・
桑
名
信
幸
・
匂
坂
光
秀
・

馬
場
孝
道
・
今
井
寛
人
・
村
上
博
也
・

榎
本
典
孝
・
豊
永
康
志
・
石
山
俊
一
・

上
脇
辰
三
・
濱
野
昭
夫

【
定
１
期
】
山
田
一
子
・
福
田
陽
子

【
23
期
】
中
村
嘉
宏
・
間
杉
幸
二
・
寺

口
茂
・
宮
下
成
人
・
小
西
昇
・
石
田

耕
一

【
定
２
期
】
坂
口
和
栄
・
土
肥
京
子

【
24
期
】
鈴
木
浩
司
・
荒
幡
敬
嗣
・
匂

坂
吉
延
・
園
田
章
雄
・
筒
井
良
彰
・

加
賀
山
惠
・
小
林
誠
・
杉
本
唯
夫

【
25
期
】
加
藤
正
義
・
引
地
久
之
・
長

谷
部
実
・
佐
野
喜
一
郎
・
田
中
光
明
・

鈴
木
錦
治
・
小
澤
俊
之
・
今
井
勉

【
26
期
】
島
村
健
二
・
伊
藤
実
・
高
橋

浩
介
・
江
原
克
彦
・
小
峰
敏
司
・
橋

本
修

【
27
期
】
藤
田
真
・
笠
木
康
史
・
山
口

修【28
期
】
小
野
田
陸
春
・
坂
田
稔
・
土

屋
良
紀
・
岩
崎
勝
彦

【
29
期
】
鳴
嶋
一
明
・
宮
村
千
春
・
大

野
太
郎
・
久
保
毅
・
鈴
木
達
也
・
戸

田
晃
・
飯
田
芳
男
・
浅
野
春
二
・
渡

辺
晶

【
30
期
】
安
西
一
英
・
土
屋
勝
寛

【
31
期
】
土
居
通
明
・
石
田
宗
樹
・
加

藤
正
浩

【
32
期
】
鳥
居
滋
生
・
児
島
直
人
・
辻

村
道
将
・
関
隆
廣
・
飯
泉
健
司
・
有

坂
好
司

【
33
期
】
窪
田
隆
弘
・
河
﨑
孝
弘
・
戸

部
隆
宏
・
藤
田
実
・
田
中
秀
明

【
34
期
】
門
田
信
・
湯
本
優
・
山
崎
敬

夫
・
諸
根
宜
徳
・
小
日
山
功
・
曽
我

有
信

【
35
期
】
森
雄
介
・
関
根
正
道
・
青
木

裕
幸
・
浪
間
進
・
小
池
隆
・
笛
田
信

一【36
期
】
澁
谷
知
足
・
内
藤
健
・
南
部

潤
一
・
山
口
雅
樹

【
37
期
】
増
田
量
亮
・
宮
本
聖
一
郎

【
38
期
】
佐
藤
悌
・
阿
部
哲
・
竹
中
大
・

矢
野
正
訓
・
泰
青
・
松
井
幸
司
・
石

井
健
太
・
湯
川
邦
隆
・
吉
村
透
・
船

津
康
史
・
室
園
裕
司

【
39
期
】
菊
池
圭
祐
・
荒
木
敏
哉
・
藤

原
正
浩

【
女
1
期
】
八
代
記
子

【
40
期
】
熊
倉
淳
・
須
藤
大
輔
・
松
村

道
孝

【
女
2
期
】
角
屋
敷
直
美
・
岩
田
清
美

【
41
期
】
橋
本
亨
・
牧
野
挙
一
郎
・
本

間
智

【
女
3
期
】
行
田
典
加
・
山
本
亜
希
子

【
42
期
】
冨
永
俊
之
・
翁
川
謙
一

【
女
4
期
】
山
口
亜
由
子

【
43
期
】
佐
々
木
寛
・
浅
野
善
英
・
中

村
大
吾

【
44
期
】
田
坂
英
一
・
村
山
裕
一
・
吉

田
将
卓
・
玉
利
聡
一
・
小
宮
孝
則
・

中
山
浩
志
・
関
口
泰
雅
・
小
栗
達
郎

【
46
期
】
熊
谷
良
・
由
井
恭
子

【
48
期
】
佐
保
田
千
代
江

【
49
期
】
中
井
慎
也

【
50
期
】
北
薗
雅
敏
・
志
村
和
紀

【
51
期
】
佐
保
田
豊
太
・
長
崎
晴
子

【
53
期
】
河
合
隆
治
・
戸
松
咲
子
・
樋

田
和
弘

【
54
期
】
荷
見
輝

【
55
期
】
北
野
大
輔

【
57
期
】
伊
藤
光
樹

【
58
期
】
石
井
貴
之

【
59
期
】
柳
雅
之
・
大
橋
秀
樹
・
玉
木

尚
宏
・
川
名
雄
輔

【
60
期
】
今
橋
紗
希
・
髙
瀬
公
陽
・
尾

身
美
咲
・
岡
田
皐
輝

（
敬
称
略
）

■
合
計
　
一
、
一
〇
七
、
〇
〇
〇
円�

※
二
六
七
名

（
匿
名
希
望
を
含
む
）

　
◎
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◎

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※
郵
便
振
替
口
座
番
号
・
名
義

　
〇
〇
一
七
〇
―

二
―

一
三
四
一
五
八

國
學
院
大
學
久
我
山
中
学
高
等
学
校

同
窓
会
久
我
山
会

※
同
封
の
払
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■令和2年度一般会計報告

《収入の部》

前年度繰越金� 1,013,503円

本年度入会金� 5,844,000円

賛助会費より� 0円

新年交歓パーティー会費� 0円

雑収入� 4,268円

　　　計� 6,861,771円

《支出の部》

総務費� 823,153円

組織費� 90,000円

事業費� 0円

広報費� 2,892,533円

次年度繰越金� 3,056,085円

　　　計� 6,861,771円

■令和2年度賛助会費納入金報告

《収入の部》

前年度繰越金� 10,938,789円

本年度納入金� 1,151,000円

利　息� 77円

　　　計� 12,089,866円

《支出の部》

一般会計へ� 0円

次年度繰越金� 12,089,866円

　　　計� 12,089,866円

■令和2年度基金報告

定期預金� 13,438,786円

利息� 1,142円

　　　計� 13,439,928円

■令和3年度一般会計予算

《収入の部》

前年度繰越金� 3,056,085円

本年度入会金� 5,220,000円

賛助会費より� 0円

新年交歓パーティ会費�1,000,000円

　　　計� 9,276,085円

《支出の部》

総務費� 1,640,000円

組織費� 850,000円

事業費� 1,800,000円

広報費� 3,250,000円

基金へ繰入� 1,500,000円

予備費� 236,085円

　　　計� 9,276,085円

令
和
3
年
度
賛
助
会
費
納
入
者
一
覧

同
封
の
振
込
用
紙
で
郵
便
局
よ
り
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

賛
助
会
費（ 

　
）は
毎
年
ご
納
入
く
だ
さ
い
。

３
千
円
以
上

久我山会会計報告

卒
業
後
　
年
以
上（
　
　  

）が
対
象
で
す
。

平
成
22
年
卒

第
61
期
ま
で

11
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男子 女子 合計 0

S27年9月＝國學院大學と合併

○

31360 6115 37475 100

母校沿革

S27年3月＝中学生募集一時中止　　S27年9月＝國學院大學と合併

久我山会の歩み

S54年3月＝定時制女子部廃止

■ 母校 期別卒業生数 (久我山会 会員数) 卒業生総数： 37475名(男子31360名･女子6115名) ■

卒業期数 卒業年月 卒業生数 期別卒業生数
100 200 300 400 500 600 700 800 900

1 S 25 年 3月 146 146 S24年10月＝佐々木周二先生校長就任
2 26 年 S26年3月＝中学女子部廃止3月 114 114
3 27 年 3月 96 96
4 28 年 3月 58 58
5 29 年 3月 130 130
6 30 年 3月 113 113
7 31 年 3月 109 109

65 65
9 33 年 3月 179
8 32 年 3月

179
10 34 年 3月 232 232
11 35 年 3月 410 410

396 396
13 37 年 3月 464
12 36 年 3月

464
14 38 年 3月 469 469
15 39 年 3月 368 368

583 583
17 41 年 3月 792
16 40 年 3月

792
S42年4月＝定時制女子部を開設

19 43 年 3月 698 698
18 42 年 3月 719 719

20 44 年 3月 444 444
808 808

22 定1 46 年 3月 742
21 45 年 3月

88 830
23 定2 47 年 3月 716 62 778
24 定3 48 年 3月 655 77 732

671 130 801
26 定5 50 年 3月 670
25 定4 49 年 3月

70 740
27 定6 51 年 3月 699 30 729
28 定7 52 年 3月 709 43 752

664 31 695
30 定9 54 年 3月 683
29 定8 53 年 3月

23 706
31 55 年 3月 653 653
32 56 年 3月 664 664

631 631
34 58 年 3月 626
33 57 年 3月

626
35 59 年 3月 617 617

S60年4月＝高校女子部開設・中学校再開

37 61 年 3月 843 843
36 60 年 3月 643 643

840 840
39 女1 63 年 3月 577
38 62 年 3月

155 732  S63年4月＝佐藤三木雄先生校長就任
40 女2 H 元 年 3月 606 207 813
41 女3 2 年 3月 422 192 614

H3年4月＝中学校女子入学

43 女5 4 年 3月 492 173 665
42 女4 3 年 3月 536 199 735

527 181 708
45 女7 6 年 3月 441
44 女6 5 年 3月

198 639 H6年4月＝小林實先生校長就任
46 7 年 3月 441 185 626

H8年4月＝千勝三喜男先生校長就任
48 9 年 3月 345 248 593
47 8 年 3月 411 154 565

49 10 年 3月 316 187 503
291 171 462 H11年4月＝川福基之先生校長就任

51 12 年 3月
50 11 年 3月

292 158 450
52 13 年 3月 296 165 461
53 14 年 3月 329 156 485
54 15 年 3月 328 163 491

304 145 449
56 17 年 3月 279
55 16 年 3月

424
58 19 年 3月 324 154 478

142 421
57 18 年 3月 285 139

Ｈ21年4月＝岡部定征先生校長就任
61 22 年 3月 336 143 479

500
60 21 年 3月 326 153 479
59 20 年 3月 345 155

425
63 24 年 3月 306 163 469
62 23 年 3月 293 132

429 H25年4月＝今井寛人先生校長就任
65 26 年 3月 294 119 413
64 25 年 3月 284 145

548
67 28 年 3月 306 150 456
66 27 年 3月 378 170

459
69 30 年 3月 326 140 466
68 29 年 3月 299 160

H31年4月＝國清英明先生校長就任
71 R 2 年 3月 330 157 487
70 31 年 3月 292 151

R3年10月＝創立77周年

母校草創期に生徒が着用した徽章

600 700 800 900

定1～9＝定時制女子部　女1～7＝女子部 男子 女子

151 435
200 300 400 500

72 3 年 3月 284

443

母校
創立

７７
周年


